
様式２１　設備整備（初度調弁）一覧表

（円単位）

区分 購入内容 業者
見積金額
（税込）

設備整備（初度調弁）　合計



様式２２ 償還計画表（例）                                    

 

（単位：千円） 

償還 

年次 

償  還  額 左に対する財源別充当額（個人別・財源別に記入してください。） 

元 金 

(万円単位とし端数

は初年度に計上) 

利 息 

(千円未満は 

四捨五入) 

合 計       

１          

２          

３          

４          

５          

６          

７          

８          

９          

10          

11          

12          

13          

14          

15          

16          

17          

18          

19          

20          

          

合計          

償還財源 

充当内訳 

元  金       

利  息       

 



 

 

 様式２３ 償還金贈与契約書（例） 

（注１） 

 

償 還 金 贈 与 契 約 書 

 

 〇〇〇〇（以下「甲」という。）と社会福祉法人〇〇会設立代表者〇〇〇〇

（以下「乙」という。）と〇〇〇〇（以下「丙」という。）は、次のとおり贈

与契約を締結する。 

 

第１条 甲は、社会福祉法人〇〇会の設立が認可されたときは、同法人の独立

行政法人福祉医療機構（注２）からの借入金の償還財源として、総額金〇

〇〇〇〇〇〇〇円を別記のとおり同法人に贈与することを約し、乙はこれ

を承諾した。 

第２条 甲は、前条による贈与を毎年○月末日までに行わなければならない。 

第３条 甲が、第１条による贈与を履行できないとき、又はできなくなったと

きは、丙がその贈与を代替し又は残余の贈与を継承して行う。 

第４条 丙は、第３条による贈与の継承を履行できなくなったときは、あらか

じめ乙の承諾を得なければならない。 

第５条 この契約に定めていない事項については、甲、乙及び丙は、誠意をも

って協議のうえ決定するものとする。 

 

 上記契約を証するため、同文３通を作成し、甲、乙及び丙署名捺印のうえ各

１通所持する。 

 

       年  月  日（注３） 

 

   甲 住 所 

    氏 名    実印  

   乙 住 所 

    社会福祉法人〇〇会設立代表者（注４） 

    氏 名    実印  

   丙 住 所 

    （注５） 氏 名    実印 

 

（注１）法人設立認可申請書には契約書原本の写しを添付し、契約書の原本は関係者がそれぞれ保管する。 

（注２）他の金融機関から借入をするときは、当該金融機関名を記入する。 

（注３）設立代表者に権限を委任した日以降の日付にする。 

（注４）設立代表者が贈与する場合は代理人を選任する。 

（注５）償還金贈与の継承者を必ず置くこと。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 別 記 

 回 贈与年次 贈与金額（円） 回 贈与年次 贈与金額（円）  

  1     11   

   2     12   

   3     13   

   4     14   

   5     15   

   6     16   

   7     17   

   8     18   

   9     19   

  10     20   

     総    額  

 

 

 



 

 

 様式２４ 基本財産編入誓約書（例） 

                                                            （注１） 

 

 

基 本 財 産 編 入 誓 約 書 

 

  このたび、社会福祉法人〇〇会が設置経営する○〇〇園の土地については 

 取得後、建物については完成後、速やかに基本財産に編入することを誓約いた

します。 

 

 

 

     年  月  日 

 

 

          社会福祉法人〇〇会 

 

              設立代表者 〇〇〇〇 実印 

 

 

 

 

   敦 賀 市 長 宛て 

（注１）法人設立認可申請書には誓約書原本を添付する。 

（注２）法人設立後に基本財産となるものについて作成する。 

 

 



 

 

 

 様式２５ 施設長就任承諾書（例） 

  

 

 

施 設 長 就 任 承 諾 書 

 

 

  社会福祉法人〇〇会が設置経営する〇〇○○の施設長に就任することを 

 

承諾します。 

 

  なお、施設長に就任するに当たっては、その職務に専念することを誓 

 

 います。 

 

 

       年  月  日 

 

            住 所 

 

            氏 名            実印 

 

 

  社会福祉法人〇〇会 

 

     設立代表者 〇〇〇〇 様 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）本承諾書には、施設長資格要件取得状況がわかる関係書類（写）を添付する。 

（注２）申請時に他の仕事に就いている場合、施設開設時までに退職する旨の確約書も添付する。 

 



 

 

 

 様式２６ 施設長資格取得念書（例） 

 

 

 施設長資格を取得する念書 

 

 

 

    年  月  日に開設予定である○○○○の施設長に就任する予定

の《施設長予定者名》については、社会福祉施設長資格認定講習課程の研修を受

講し、施設長としての資格を取得することを確約します。 

 

 

 

 敦 賀 市 長 宛て 

 

 

 

        年  月  日 

 

社会福祉法人○○会 設立代表者      実印 

 

   施設長予定者       実印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式２７ 

 

    年  月  日 

 

敦 賀 市 長 宛て 

 

法人の住所 

法人の名称 

代表者の職氏名 印 

 

 

寄附財産移転完了報告について 

 

    年  月  日付けで認可されました社会福祉法人    の設

立登記が完了し、また、社会福祉法人  への寄附財産を、別添のとおり 

    年  月  日をもって移転しましたので、社会福祉法施行規則第

２条第４項に基づき報告します。 

 

記 

 

１ 添付書類  

（１） 法人設立の履歴事項全部証明書 

（２） 法人代表者印鑑登録証明書 

（３） 財産目録 

（４） 残高証明書 

（５） 通帳（写） 

（６） 寄附受領書（写） 

（７） 不動産登記事項証明書） 

（８） 理事会及び評議員会の議事録（写） 

（９） その他関係書類 

 

 


